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平成 25 年度 市民参加手続き事後評価事業一覧 

整理

番号 
事業名等 部課等名 評価結果 

1-1 2013 推進計画の策定 企画財政部 政策調整課 適切である 

1-2 2014 推進計画の策定 企画財政部 政策調整課 適切である 

1-3 行財政改革大綱の策定 企画財政部 行政推進課 適切である 

1-4 平成 26 年度当初予算の作成 企画財政部 財政課 適切である 

1-5 新庁舎建設基本計画の策定 総務部 庁舎建設推進課 適切である 

1-6 
北広島市暴力団の排除の推進に関する条例の制

定 
市民環境部 市民課 適切である 

1-7 北広島市地域防災計画の修正 保健福祉部 福祉課 適切である 

1-8 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定事業 保健福祉部 高齢者支援課 適切である 

1-9 子ども・子育て支援事業計画の策定 保健福祉部 児童家庭課 適切である 

1-10 
低炭素建築物新築等計画認定等手数料徴収条例

の制定 
建設部 建築課 適切である 

1-11 水道事業財政計画の策定 水道部 業務課 適切である 

1-12 下水道事業財政計画の策定 水道部 下水道課 適切である 

1-13 
学校施設（体育館）開放事業の使用料に関する条

例の制定 
教育部 社会教育課 適切である 

1-14 北広島市社会教育委員に関する条例の一部改正 教育部 社会教育課 適切である 

2-1 定住人口の増加に向けた新規事業について 企画財政部 政策調整課 適切である 

2-2 北広島市市民参加条例の一部改正 企画財政部 行政推進課 適切である 

2-3 北広島市広葉交流センター条例の制定 市民環境部 市民課 適切である 

2-4 
北広島市児童センター条例及び北広島市児童セ

ンター条例施行規則の一部改正 
保健福祉部 児童家庭課 適切である 

2-5 
北広島市エコミュージアムセンター知新の駅条

例の制定 
教育部 文化課 適切である 

 

 



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-1 事業名 2013推進計画の策定 部課名 企画財政部 政策調整課 

事業開始年度 H24 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

第５条（１）基本構想・基本計画等市の
基本的な計画の策定又は変更に関するも
の 

 
１ 事業概要 

 第5次総合計画における基本計画に掲げた施策を効果的に実施するため、平成25年度から平成27年度まで
の具体的事業や活動を年次的に示した2013推進計画を策定する。 
※ 平成25年7月に市長選挙が予定され骨格予算編成となっていたことから、2013推進計画に係るパブリ
ックコメントは平成25年度に行うこととなった。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：学識経験者、公募による市民） 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市総合計画推進委員会 

会議等の

名称 
北広島市総合計画推進委員会 

開催時期 平成25年5月～平成26年3月 開催時期 平成25年5月～平成26年3月 

開催日 平日 開催時間帯 日中・夜間 開催日 平日 開催時間帯 日中・夜間 

回数 7回 回数 7回 

委員の募

集時期 

なし（平成24年度公募） 

（任期：H24.5.1～H27.4.30） 

募集時期 平成24年4月 

公募枠 1人 応募者数 2人 結果 1人 

委員の選

出方法 

公募市民については小論文と面接により選
考した。 
学識経験者は経験等を考慮し選考した。 

委員の選

出方法 

公募市民については小論文と面接により選
考した。 
学識経験者は経験等を考慮し選考した。 

委員人数 5人 委員人数 5人 出席率 94％ 

委員構成

内訳 

公募市民  1人  団体代表  人 

学識経験者  4人  その他  人 
委員構成

内訳 

公募市民 1 人  団体代表  人 

学識経験者 4 人  その他  人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数   ０ 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬210,000円  交通費35,000円 費用内訳 委員報酬198,000円  交通費29,201円 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年7月19日～平成25年8月1日 

意見提出

期間 
平成25年7月19日～平成25年8月2日 

日数 14日間 日数 15日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  20 件    提出結果  1 件 1 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

市長選挙実施後、事業費予算を決定する議案決定

に係る日程が、7/8から 8/7までとなっており、そ

の過程において市民からの意見を反映させるため、

意見提出期間を短縮する。 

意見の提出を促すため、市民にわかりやすい資料

づくりに努める。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

☑案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成25年9月 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成25年9月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

パブリックコメントの意見提出期間の短縮につい

ては、意見を庁内でまとめる時間も必要なため、やむ

を得ないと認められる。 
事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 

【評価を受けての対応】 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

総合計画推進委員会では、第5次総合計画の進行管理及び評価に関する調査・審議等を行い、重点プロジェク
トに係る提言等が出され、今後の推進計画策定等に向けた検討等の材料を得ることができた。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

重点プロジェクトに係る施策・事業についての意見交換を行い、提言書を市長あてに提出した。 
提言書は全庁に周知し、今後の推進計画策定等の中で検討材料として扱うこととなっている。 
☑パブリックコメント 

提出された意見を通じて、内容を再確認することができた。 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 

  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-2 事業名 2014推進計画の策定 部課名 企画財政部 政策調整課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

第５条（１）基本構想・基本計画等市の
基本的な計画の策定又は変更に関するも
の 

 

１ 事業概要 

 第5次総合計画における基本計画に掲げた施策を効果的に実施するため、平成26年度から平成28年度まで
の具体的事業や活動を年次的に示した2014推進計画を策定する。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：学識経験者、公募による市民） 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市総合計画推進委員会 

会議等の

名称 
北広島市総合計画推進委員会 

開催時期 平成25年5月～平成26年3月 開催時期 平成25年5月～平成26年3月 

開催日 平日 開催時間帯 日中・夜間 開催日 平日 開催時間帯 日中・夜間 

回数 7回 回数 7回 

委員の募

集時期 

なし（平成24年度公募） 

（任期：H24.5.1～H27.4.30） 

募集時期 平成24年4月 

公募枠 1人 応募者数 2人 結果 1人 

委員の選

出方法 

公募市民については小論文と面接により選
考した。 
学識経験者は経験等を考慮し選考した。 

委員の選

出方法 

公募市民については小論文と面接により選
考した。 
学識経験者は経験等を考慮し選考した。 

委員人数 5人 委員人数 5人 出席率 94％ 

委員構成

内訳 

公募市民  1人  団体代表  人 

学識経験者  4人  その他  人 
委員構成

内訳 

公募市民  1人  団体代表  人 

学識経験者  4人  その他  人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数   0人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬210,000円  交通費35,000円 費用内訳 委員報酬198,000円  交通費29,201円 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年12月1日～平成25年12月31日 

意見提出

期間 
平成25年12月16日～平成26年1月16日 

日数 31日間 日数 32日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  20件    提出結果  0 件 0 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

意見の提出を促すため、市民にわかりやすい
資料づくりに努める。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

○案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

結果の公

表 
□有 ☑無 時期 平成26年2月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められるため、提出意見なし。 
 

【評価を受けての対応】 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

総合計画推進委員会では、第5次総合計画の進行管理及び評価に関する調査・審議等を行い、重点プロジェク
トに係る提言等が出され、今後の推進計画策定等に向けた検討等の材料を得ることができた。 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

重点プロジェクトに係る施策・事業についての意見交換を行い、提言書を市長あてに提出した。 
提言書は全庁に周知し、今後の推進計画策定等の中で検討材料として扱うこととなっている。 
 
☑パブリックコメント 

意見の提出がなかったため、今後、より市民にわかりやすい資料づくりに努める。 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-3 事業名 行財政改革大綱の策定 部課名 企画財政部 行政推進課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H26 
対象事業等の

区分 

（1）市の基本構想、基本計画その他市の基
本的な事項を定める計画の策定又は変更 

 
１ 事業概要 

 平成27年度以降の行財政改革に関し、基本目標や改革項目を定める行財政改革大綱を策定する。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：学識経験者、民間企業関係者、公募によ

る市民） 

□市民説明会等 

□パブリックコメント 

（平成26年度実施） 

☑アンケート調査 

広く市民の意見を求めるため。（対象：20歳以上の市民） 

□その他（      ） 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市行財政改革推進委員会 

会議等の

名称 
北広島市行財政改革推進委員会 

開催時期 平成25年8月～平成26年12月 開催時期 平成25年12月～平成26年1月 

開催日 平日 開催時間帯 日中・夜間 開催日 12/26、1/31 開催時間帯 夜間 

回数 10回（H25：5回、H26：5回） 回数 2回 

委員の募

集時期 
平成25年6月～平成25年7月 

募集時期 平成25年6月1日～平成25年6月24日 

公募枠 1人 応募者数 0人 結果 0人 

委員の選

出方法 

現大綱の基本目標を網羅できることを考慮し、以

下の視点から委員を選出する。 

学識経験者：行政運営・地方財政・政策評価・地方

分権等 

民間企業関係者：民間の運営・改革手法の活用・官

民連携 

NPO・ボランティア関係者：市民参加・協働 

公募市民：市民の意見 

委員の選

出方法 

現大綱の基本目標を網羅できることを考慮し、以下

の視点から委員を選出する。 

学識経験者：行政運営・地方財政・政策評価・地方

分権等 

民間企業関係者：民間の運営・改革手法の活用・官

民連携 

NPO・ボランティア関係者：市民参加・協働 

公募市民：市民の意見 

委員人数 5人 委員人数 5人 出席率 100％ 

委員構成

内訳 

学識経験者2人 民間企業関係者1人 

NPO・ボランティア関係者 1人 公募市民 1人 
委員構成

内訳 

学識経験者  2人  民間企業関係者  1人 

NPO・ボランティア関係者 1人  その他市民 1人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1人（第1回のみ） 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬300,000円 交通費51,800円 費用内訳 委員報酬 60,000円 交通費 6,766円 



    

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法 調査票郵送配布、郵送回収 調査方法 調査票郵送配布、郵送回収 

実施時期 平成25年6月7日～平成25年6月28日 実施時期 平成25年6月7日～平成25年6月28日 

実施回数 1回 実施回数 1回 

対象者 20歳以上の市民 対象者 20歳以上の市民 

配布数 1,000件 配布数 1,000件 

回収数 400件（回収率 40％） 回収数 392件（回収率 39.2％） 

予算内訳 

印刷製本費（返信用封筒）6,038円 
役務費（郵便料）89,000円 
※男女共同参画のアンケートと折半 

費用内訳 

印刷製本費（返信用封筒）5,775円 

役務費（郵便料）77,595円 

※男女共同参画のアンケートと折半 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められるため、提出意見なし。 
 

【評価を受けての対応】 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

 平成26年度中に策定する行財政改革大綱・実行計画の検討にあたり、市民の意識や意向の把握、専門的視
点からの提言を受けることができた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

 資料の事前配付や会議内容の事前説明を行ったことで、活発な意見交換が図られた。 
 

☑アンケート調査 

 行財政改革は市民に分かりにくい内容が多いことから、設問の前に行財政改革の目的やこれまでの取り組み
を簡潔に記載し、回答方法を選択式とするなど、回答しやすいよう配慮した。多くの市民の意見を把握する手
法としては適切であったと考える。 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-4 事業名 平成26年度当初予算の作成 部課名 企画財政部 財政課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 
（12）当初予算の作成に関するもの 

 
１ 事業概要 

 平成26年度の予算作成にあたり、各担当部局からの予算要求段階における新規事業（新たに取組もうとす
る事業など）の内容についてパブリックコメントを実施する。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

 

□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年12月15日～平成26年1月10日 

意見提出

期間 
平成25年12月15日～平成26年1月6日 

日数 27日間 日数 23日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  10件 提出結果  2件  2人 

実施にあ

たり工夫

すること 

通常、意見募集期間は 30日間以上とする
ことになっているが、市民の意見を予算編成
に反映させるため、短縮して実施する。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

○案は修正しなかった 

●その他（感想、案件以外への意見等） 

意見による予算案の修正はなかったが、意見の反映は今

後、事業を進める中での判断とした。 
結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月中旬 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月20日 

 

 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められるため、提出意見なし。 
 

 

【評価を受けての対応】 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
 平成26年度当初予算の作成にあたり、パブリックコメントを実施し、2件の意見を得られた。 
 昨年度、8件の提出意見があったのに対し、件数が減少していることから、事務の参考となる意見が得られ
るよう、さらに市民に分かりわかりやすいものになるよう工夫していく。 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
□審議会等 
 
□市民説明会等 
 
☑パブリックコメント 
2件の意見が提出されたが、意見によって予算案の修正には至らなかった。 
今後の事務の参考となる意見が得られるよう、さらに市民に分かりやすいものになるよう工夫していく。 

□アンケート調査 
 
□その他（        ） 
 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-5 事業名 新庁舎建設基本計画の策定 部課名 総務部 庁舎建設推進課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

第５条（１）市の基本構想、基本計画そ
の他市の基本的な事項を定める計画の策
定又は変更 

 
１ 事業概要 

 庁舎の耐震性の低下や狭隘化、分散化などによる市民サービスの低下を解消するため、新庁舎の整備に向け
た基本計画を策定する。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

 

□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年8月1日～平成25年8月31日 

意見提出

期間 
平成25年8月1日～平成25年8月31日 

日数  31日間 日数  31日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  30件    提出結果  12件  6人 

実施にあ

たり工夫

すること 

原案を添付するほか、概要版を作成しわかり
やすい資料づくりに努める。 
8月1日広報の特集記事（4頁）で概要を説
明し、パブリックコメントの実施を周知す
る。 

意見の取

り扱い 

計画案と趣旨が同じ意見や今後の検討課
題となる提案があったほか、1件の反対意見
に対しては、計画案の趣旨を説明し計画の変
更は行わなかった。 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成25年9月～ 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成25年9月～ 

 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められるため、提出意見なし。 
 

 

【評価を受けての対応】 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
 北広島市新庁舎建設基本計画の策定にあたり、広報紙に特集記事を掲載し周知を図り、パブリックコメント
を実施することにより、市民参加の取り組みを行った。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
□審議会等 
 
□市民説明会等 
 
☑パブリックコメント 
計画案と趣旨が同じ意見や今後の検討課題となる提案があったほか、1件の反対意見に対しては、計画案の
趣旨を説明し計画の変更は行わなかった。 
□アンケート調査 
 
□その他（        ） 
 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 1-6 事業名 

北広島市暴力団の排除の推進に関する

条例の制定 
部課名 市民環境部市民課 

事業開始年度 Ｈ25 事業終了年度 Ｈ25 
対象事業等の

区分 

第5条(2) 市政に関する基本的な方針を
定める条例の制定、改正又は廃止 

１ 事業概要 

平成4年に暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律が制定され、平成23年までにすべての都道府
県で暴力団の排除に関する条例が施行されました。道内においても平成25年8月1日現在で179市町村のう
ち133の市町村で暴力団の排除の推進に関する条例が制定され、平成25年度中に新たに27の市町村が条例制
定を予定しています。 
こうした社会全体で暴力団を排除する機運が高まっている中、暴力団の排除は法律、道条例、市町村条例が
それぞれの機能を果たしながら、市・市民・事業者・関係機関が一体となって暴力団の排除を進めることが重
要と考え、本市においても暴力団の排除に関し、基本理念などを定めた条例を制定することとします。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：札幌方面厚別警察署、北広島市防犯協会連合会、北
広島市暴力追放運動推進協議会、北広島市自治連合会、北広島市社会福祉協議会、北広島商工会、北広島市幼
稚園協会、北広島市小中学校校長会、北広島市ＰＴＡ連合会、北広島市交通安全推進委員会、北広島市老人ク
ラブ連合会、公募による市民） 
□市民説明会等 
☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見をもとめるため。（対象：市民） 

□アンケート調査 
□その他（      ） 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進会議 

会議等の

名称 
北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進会議 

開催時期 平成25年10月～平成26年2月 開催時期 平成25年10月～平成26年2月 

開催日 平日 開催時間帯 午後 開催日 10/22,11/11,1/31 開催時間帯 日中 

回数 3回 回数 3回 

委員の募

集時期 

公募募集：H24. 9. 1～H24. 9.20 

任    期：H25.10. 1～H27. 9.30 

募集時期 H24.9.1～H24.9.20 

公募枠 1人 応募者数 1人 結果 1人 

委員の選

出方法 

各関係団体については、団体からの推薦に
よる。 
公募市民については、年齢、他の審議会等
の委員との兼職等を考慮して選考する。 

委員の選

出方法 

各関係団体については、団体からの推薦によ
る。 

公募市民については、年齢、他の審議会等の委

員との兼職等を考慮して選考した。 

委員人数     12人 委員人数 12人 出席率 80.6％ 

委員構成

内訳 
関係団体推薦11人、公募市民1人 

委員構成

内訳 
関係団体推薦11人、公募市民1人 

会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 0人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 108,000円 交通費 6,000円 費用内訳 委員報酬 150,000円 交通費 9,268円 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年12月15日～平成26年1月15日 

意見提出

期間 
平成25年12月15日～平成26年1月15日 

日数   30日間 日数 31日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料
コーナー □ポスター □その他（   ） 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   2件    提出結果  0 件  0 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

資料は市民に分かりやすい表現に努める。 
意見の取

り扱い 

意見の提出がなかったので原案のとおり制
定した。 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年1月 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 

 

【評価を受けての対応】 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
条例の制定にあたり、審議会、パブリックコメントを実施し、市民の意見を十分に取り入れ、その趣旨が条例
に反映された。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
☑審議会等 
専門的な内容について意見をもらい、条例に条項を追加した。 
□市民説明会等 
 
☑パブリックコメント 
意見の提出がなかったので原案のとおり制定した。 
□アンケート調査 
 
□その他（        ） 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-7 事業名 北広島市地域防災計画の修正 部課名 保健福祉部福祉課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

(1)市の基本構想、基本計画その他市の基

本的な事項を定める計画の策定又は変更 

 
１ 事業概要 

 災害対策基本法の改正に伴い、地域防災計画に避難行動要支援者名簿関係の明記が義務付けられたことによ

り本計画を修正するものです。(修正項目:北広島市地域防災計画に定める災害時要援護者対策計画) 
 
 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

地域防災計画の修正は、災害対策基本法第42条により北広島市防災会議が行う。 

【構成メンバー:北広島市防災会議条例第3条第5項に規定するもの(指定行政機関、自衛隊、北海道、 

北海道警察、指定公共機関、指定地方公共機関等)】 

□市民説明会等 

☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため(市民) 

□アンケート調査 

□その他（      ） 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市防災会議 

会議等の

名称 
北広島市防災会議 

開催時期 平成26年3月 開催時期 平成26年3月24日 

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日 開催時間帯 日中 

回数 1 回 回数 1 回 

委員の募

集時期 
委員の募集はない 

募集時期 委員の募集はない 

公募枠 人 応募者数 人 結果 人 

委員の選

出方法 
北広島市防災会議条例による 

委員の選

出方法 
北広島市防災会議条例による 

委員人数   22 人 委員人数 22人 出席率 68％ 

委員構成

内訳 

公募市民  人  団体代表者 22 人 

学識経験者  人 
委員構成

内訳 

公募市民  人  団体代表 22 人 

学識経験者  人  その他  人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数    0 人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬  120千円  交通費 30千円 費用内訳 委員報酬 30,000円 交通費 2,737円 

 

 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成26年2月頃 

意見提出

期間 
平成26年2月1日～平成26年3月3日 

日数  30 日間 日数  31 日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数 10 件    提出結果  0 件  0 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

特になし 
意見の取

り扱い 
意見はなかった 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年3月 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年3月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 

 

【評価を受けての対応】 

特になし 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

意見がなかったため、案のとおり平成26年3月24日開催の北広島市防災会議で審議のうえ決定し、平成26
年4月1日付け施行済み。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

□市民説明会等 

☑パブリックコメント 

意見がなかったため、案のとおり平成26年3月24日開催の北広島市防災会議で審議のうえ決定し、平成26
年4月1日付け施行済み。 
□アンケート調査 

□その他（        ） 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-8 事業名 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定事業 部課名 保健福祉部高齢者支援課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H26 
対象事業等の

区分 

第5条（1）市の基本構想、基本計画その
他市の基本的な事項を定める計画の策定
又は変更 

１ 事業概要 

 高齢者保健福祉計画・第 5 期介護保険事業計画が平成 26 年度に計画期間満了となることに伴い、平成 27

年度を初年度とする高齢者保健福祉計画・第6期介護保険事業計画を策定するもの。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

 専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：保健医療関係機関、介護保険関係機関、

学識経験者、福祉関係団体、公募による市民） 

□市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

☑アンケート調査 

 高齢者のニーズ等を把握するため。（対象：65歳以上の高齢者） 

□その他（      ） 

 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 
会議等の

名称 
北広島市保健福祉計画検討委員会 

会議等の

名称  

開催時期 平成26年7月～平成27年3月 開催時期  
開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日  開催時間帯  
回数 6回 回数 回 

委員の 

募集時期 
未定 募集時期  

委員の選

出方法 

公募市民については、男女比、年齢構成、地
域構成、委員の在期年数及び他の審議会等の
委員との兼職状況等を考慮して選考する。団
体代表者については、団体における実績を考
慮して選出する。 

公募枠 人 応募者数 人 結果 人 

委員の選

出方法  

委員人数      8人 委員人数 人 出席率  

委員構成

内訳 

公募市民  1人  団体代表者  6人 

学識経験者  1人 
委員構成

内訳 
公募市民  人  団体代表  人 
学識経験者  人  その他  人 

会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
□公開 □非公開 傍聴人数     人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 
□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬288,000円  交通費52,000円 費用内訳 委員報酬      交通費 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 
意見提出

時期 
平成27年1月頃 

意見提出

期間  

日数 30日間 日数   日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 □広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 
場所 

□有 □無 時期  
  

想定件数 5件 提出結果   件   人 

実施にあ

たり工夫

すること 

概要版を作成し、市民に分かりやすく周知す

る。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 
○案は修正しなかった 
○その他（感想、案件以外への意見等） 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成27年2月頃 

結果の公

表 □有 □無 時期  

■アンケート調査 

予 定 結 果 
調査方法 調査票郵送配布、郵送回収 調査方法 調査票郵送配布、郵送回収 
実施時期 平成25年12月 実施時期 平成25年12月9日から12月27日 

実施回数 1回 実施回数 1回 

対象者 65歳以上の高齢者 対象者 65歳以上の高齢者 

配布数 3,000件 配布数 3,000件 

回収数 2,100件（回収率70％） 回収数 2,217件（回収率73.9％） 

予算内訳 需用費217千円、役務費696千円、委託料2,390千円 費用内訳 需用費204千円、役務費521千円、委託料945千円 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

市民の意見を慎重に聞き、専門家からも意見をもら

って、検討してもらいたい。 
事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 
 

【評価を受けての対応】 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
□審議会等 
 
□市民説明会等 
 
□パブリックコメント 
 
☑アンケート調査 
無作為抽出した高齢者のニーズ等を統計的に把握し、計画に反映させる。 
□その他（        ） 
 



    

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
 

  



    

  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-9 事業名 子ども・子育て支援事業計画の策定 部課名 保健福祉部 児童家庭課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H26 
対象事業等の

区分 

（1）基本構想・基本計画等市の基本的な
計画の策定又は変更に関するもの 

 

１ 事業概要 

 国の基本指針に即して、幼児教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保、その他子ども・
子育て支援法に基づく業務の円滑な実施に関する計画を策定する。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：関係団体代表、学識経験者、公募による
市民） 
□市民説明会等 

□パブリックコメント 

☑アンケート調査 

広く市民の意見を求めるため。（対象：就学前の児童のいる世帯、小学生の児童がいる世帯） 
□その他（      ） 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
子ども・子育て会議 

会議等の

名称 
子ども・子育て会議 

開催時期 平成25年7月～平成30年3月31日 開催時期 8/1、10/17、3/13 

開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日 平日 開催時間帯 夜間 

回数 平成25年度は5回 回数 ３回 

委員の募

集時期 
平成25年4月1日～平成25年4月16日 

募集時期 平成25年4月1日～平成25年4月16日 

公募枠 2人 応募者数 2人 結果 2人 

委員の選

出方法 

関係団体代表は、子ども・子育て支援法に基
づく業務に関係する団体から推薦された人
物から選出する。 
学識経験者については道都大学と連携し、社
会福祉学科から推薦された人物から選出す
る。 

委員の選

出方法 

関係団体代表は、子ども・子育て支援法に基
づく業務に関係する団体から推薦された人
物から選出する。 
学識経験者については道都大学と連携し、社
会福祉学科から推薦された人物から選出す
る。 

委員人数 10人 委員人数 10人 出席率 96.6％ 

委員構成

内訳 

公募市民   2人  団体代表  7人 

学識経験者  1人  その他   人 
委員構成

内訳 

公募市民  2人  団体代表  7人 

学識経験者  1人  その他  人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
■公開 □非公開 傍聴人数 5人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ■HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 300,000円 交通費 18,500円 費用内訳 委員報酬 168,000円  交通費15,244円 

 



    

■アンケート調査 

予 定 結 果 

調査方法 調査票郵送配布、郵送回収 調査方法 調査票郵送配布、郵送回収 

実施時期 平成25年10月 実施時期 平成25年11月19日～12月3日 

実施回数 1回 実施回数 1回 

対象者 
就学前の児童のいる世帯 
小学生の児童がいる世帯 

対象者 
就学前の児童のいる1,500世帯 

小学生の児童がいる1,000世帯 

配布数 それぞれ1,500世帯（合計3,000世帯） 配布数 同上 

回収数 2,400件（80％） 回収数 1,394件（回収率５５．８％） 

予算内訳 

役務費（郵便料）867,000円 
印刷製本費 264,000円 
※委託料から按分計算 

費用内訳 委託料2,835,000円 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められるため、提出意見なし。 

 

【評価を受けての対応】 

 

 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

概ね適切である。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

第１回目の会議が遅れたため、３回/年の開催となった。 
□市民説明会等 

 
□パブリックコメント 

 

☑アンケート調査 

目標の８０％には達しなかったが、周辺他市を超える回収率となった 
□その他（        ） 

 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-10 事業名 
低炭素建築物新築等計画認定等手数料

徴収条例の制定 
部課名 建設部建築課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H26 
対象事業等の

区分 

（6）分担金、使用料及び手数料の徴収に
ついて定める条例の制定、改正又は廃止 

 
１ 事業概要 

都市の低炭素化の促進に関する法律の施行に伴い、北広島市（所管行政庁）において低炭素建築物の認定事務

が義務付けられ、その認定に係る手数料を徴収するため、北広島市低炭素建築物新築等計画認定等手数料徴収

条例を制定し、手数料を徴収するものです。 
 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

 
□市民説明会等 

  
☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 
 
□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成25年4月1日～平成25年4月30日 

日数   日間 日数  30日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   件    提出結果   0件  0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 意見の取

り扱い 

意見の提出がなかったので原案のとおり制
定した。 

結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 

平成 25 年 5 月 
2日～ 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 事前評価未実施 
 

 

【評価を受けての対応】 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
パブリックコメントの実施について、広報、ＨＰ等で周知を図ったが、意見の提出がなかったので原案のとお
り制定した。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
□審議会等 
 
□市民説明会等 
 
☑パブリックコメント 
意見の提出がなかったので原案のとおり制定した。 
□アンケート調査 
 
□その他（        ） 
 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

1-11 事業名 水道事業財政計画の策定 部課名 水道部 業務課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

（1）基本構想・基本計画等市の基本的な
計画の策定又は変更に関するもの 

 
１ 事業概要 

水道事業経営の適正化を図るため、平成26年度から平成28年度までの財政計画を策定する。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：学識経験者、公募による市民） 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 

 

□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市水道事業経営審議会 

会議等の

名称 
北広島市水道事業経営審議会 

開催時期 平成25年8月～平成26年3月 開催時期 平成26年2月3日 

開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日 平日 開催時間帯 夜間 

回数 8回 回数 1回 

委員の募

集時期 
平成25年7月1日～平成25年7月12日 

募集時期 平成25年7月1日～平成25年7月12日 

公募枠 3人 応募者数 0人 結果 0人 

委員の選

出方法 

公募市民については、男女比、年齢構成、
地域構成、委員の在期年数を考慮して選考す
る。また、「市のほかの審議会などの委員で
ない」ことを広報募集記事で明記するなど他
の審議会等の委員との兼職状況を考慮する。 

委員の選

出方法 

広報紙、ＨＰにおいて、委員の公募を行っ
たが、応募者がいなかったことから、男女比、
年齢構成、地域バランス等を考慮した上で、
市内の学識経験者を選任した。 

委員人数  10人 委員人数 10人 出席率 90％ 

委員構成

内訳 

公募市民  2～5人、学識経験者  5～8人 

（平成25年7月31日で退任する方により変動する。） 

委員構成

内訳 

公募市民  2人  団体代表  人 

学識経験者 8人  その他   人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 480,000円 交通費 40,000円 費用内訳 委員報酬 54,000円  交通費 3,219円 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年11月1日～平成25年11月30日 

意見提出

期間 
未実施（計画策定1年延期のため） 

日数 30日間 日数  

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 □無 時期  

  

想定件数    1件（内容による） 提出結果   件   人 

実施にあ

たり工夫

すること 

原案を添付するほか、概要版を作成しわかり
やすい資料づくりに努める。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

○案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月上旬 

結果の公

表 
□有 □無 時期 

 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

 北広島市の水道料金は他市と比べ高いため、実際に

利用している人の意見を広く聞くことが必要であり、

公募委員が現行の 2 名より増える予定があるのは大

変良いことである。 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 

【評価を受けての対応】 

審議会委員の公募については、結果的に応募者がい

なかったため、男女比、年齢構成、地区バランス等を

考慮した上で、市内在住の学識経験者（うち1名は主

婦）を選任しました。 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
石狩東部広域水道企業団と各構成団体の間で受水単価についての議論を重ねてきましたが、本年度内の決定
に至らなかったことから、本市水道事業の財政計画策定を１年延期しました。よって、本年度の評価は不可能
です。 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
□審議会等 
□市民説明会等 
□パブリックコメント 
□アンケート調査 
□その他（        ） 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 

  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理
番号 1-12 事業名 下水道事業財政計画の策定 部課名 水道部下水道課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

第5条(1)市の基本構想、基本計画その他

市の基本的な事項を定める計画の策定又

は変更 

１ 事業概要 

平成２６年度～平成２８年度の下水道事業財政計画の策定 

※北広島市の下水道事業財政計画は、上位計画である第５次北広島市総合計画や北広島市都市計画マスタープ

ランに即し、下水道事業として、今後３年間（平成26年度～平成28年度）の具体的施策を立て、計画的かつ

効率的に事業運営を進めるための計画です。 
 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：学識経験者、団体関係、地域関係、公募による

市民） 
□市民説明会等 

☑パブリックコメント 

市民に広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 

□アンケート調査 
□その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市下水道事業審議会 

会議等の

名称 
北広島市下水道事業審議会 

開催時期 平成２５年１１月～平成２６年３月 開催時期 平成２５年１１月～平成２６年３月 

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日 開催時間帯 日中 

回数 ５ 回 回数 ５ 回（内 起草委員会1回） 

委員の募

集時期 

公募募集：H25. 8.15～H25. 9. 3 

任  期：H25.11. 1～H28.10.31 

募集時期 H25. 8.15～H25. 9. 3 

公募枠 4人 応募者数 0人 結果 0人 

委員の選

出方法 

学識経験者以外について、男女比、年齢構成、

地域構成、委員の在期年数及び他の審議会等

の委員との兼職状況等を考慮して選考。団体

代表者については、団体からの推薦 

委員の選

出方法 

学識経験者以外について、男女比、年齢構成、

地域構成、委員の在期年数及び他の審議会等

の委員との兼職状況等を考慮して選考。団体

代表者については、団体からの推薦 

委員人数    10  人 委員人数 10人 出席率 79％ 

委員構成

内訳 

公募市民   ４人  団体代表   ２人 

学識経験者  ３人  地域代表者  １人 
委員構成

内訳 

公募市民   ０人  団体代表    ２人 

学識経験者  ３人  その他（地域） ５人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 1人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬420,000円 交通費31,000円 費用内訳 委員報酬204,000円 交通費17,032円 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成26年1月1日～平成26年1月31日 

意見提出

期間 
平成26年1月1日～平成26年1月31日 

日数   31日間 日数   31日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   １～５件    提出結果  0 件 0 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

特になし 
意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

●案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

結果の公

表 
□有 ☑無 時期 平成26年2月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

 下水道事業については、専門性が高く求められてい

る。専門家の意見を踏まえて、慎重に検討進めていただ

きたい。 
事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 

【評価を受けての対応】 

下水道事業財政計画の策定については、専門性が高いこ

とから、審議会並びに専門家等の意見を十分取り入れる

よう、慎重に検討を進めていく。 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
下水道事業財政計画の策定にあたり、審議会、パブリックコメントを実施し、市民の意見を十分に取り入れ、
その趣旨が計画に反映された。 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
☑審議会等 
専門的な内容について十分議論し、計画を作成した。 
□市民説明会等 
 
☑パブリックコメント 
意見は無かった。 
□アンケート調査 
 
□その他（        ） 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 

  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

整理
番号 

1-13 事業名 
学校施設（体育館）開放事業の使用料

に関する条例の制定 
部課名 教育部社会教育課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

(6) 分担金、使用料及び手数料の徴収に

ついて定める条例の制定、改正又は廃止 

１ 事業概要 

市民の健康維持及び体力向上に資するため、小中学校体育館の開放を行いスポーツ活動の場を提供していま

す。現在、使用料については無料としていますが、有料化することとし使用料徴収に係る条例の制定を行うも

のです。 
 市では、行財政構造改革のなかで、「使用料・手数料の設定基準」を作成し、公共施設の使用料を見直し、

すべての施設が有料になっています。（現在、学校施設だけが無料となっています。） 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

□審議会等 

 
☑市民説明会等 

利用団体から意見を求めるため。 
☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。 

☑アンケート調査 
利用団体のニーズ等を把握するため。 
□その他（      ） 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 

会議等の

名称 
北広島市スポーツ推進審議会 

開催時期  開催時期 平成25年11月 

開催日  開催時間帯  開催日 Ｈ25.11.28 開催時間帯 19：00～ 

回数  回 回数 1 回 

委員の募

集時期 
 

募集時期 平成24年 

公募枠 0人 応募者数 0人 結果 0人 

委員の選

出方法 
 

委員の選

出方法 
学識経験者、スポーツ団体代表 

委員人数  人 委員人数 4人 出席率 80％ 

委員構成

内訳 

公募市民   人  団体代表者  人 

学識経験者  人 
委員構成

内訳 

公募市民 0 人  団体代表 3 人 

学識経験者 1 人  その他  人 
会議開催

予定 
☐公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 0人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☐HP ☐担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬    円 交通費    円 費用内訳 委員報酬 24,000円  交通費 888円 

 



    

■市民説明会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

開催時期 Ｈ25.11.6 開催時間帯 Ｈ25.11.6 開催日 Ｈ25.11.6 開催時間 Ｈ25.11.6 

開催内容 ☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 開催内容 ☑市民説明会 □ワークショップ □市民フォーラム 

回数 1  回 回数 1  回 

場所 中央会館 場所 中央会館 

参加人数 50   人 参加人数  56 人 

対象者 利用団体 参加内訳 利用団体 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター ☑その他（通知文発送） 
周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター ☑その他（通知文発送） 

予算内訳  費用内訳  

 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成26年１月1日～1月31日 

意見提出

期間 
平成26年１月1日～1月31日 

日数 31  日間 日数 31  日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数 5 件    提出結果 0 件 0 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 
意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

●案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

 
■アンケート調査 

予 定 結 果 
調査方法 郵送 調査方法 郵送 

実施時期 平成25年７月 実施時期 平成25年７月 

実施回数 1  回 実施回数 1  回 

対象者 利用団体 対象者 利用団体 

配布数 60団体 配布数 61団体 

回収数 30団体     （回収率50％） 回収数 37団体     （回収率61％） 

予算内訳  費用内訳  
 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 市民が費用を負担することになるため、市民の意見

を慎重に聞き、専門家からも意見をもらって、検討し

てもらいたい。 
 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 
 

【評価を受けての対応】 

市民の意見を参集するとともに、市民参加推進会議

の評価で、専門家からの意見をもらい検討してもらい

たいということから、北広島市スポーツ推進審議会を

開催し、委員から意見をもらい検討した。 
 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

 利用団体に対して、平成 25 年 5 月、市民参加のスケジュール概要を説明したことから、スムーズに実施す
ることができた。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

北広島市スポーツ推進審議会から意見を求めることができた。 
☑市民説明会等 

利用団体から意見を求めることができた。 
☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めることができた。 
☑アンケート調査 

利用団体のニーズ等を把握できた。 
□その他（        ） 

 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
 



    

  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 1-14 事業名 北広島市社会教育委員に関する条例の

一部改正 部課名 教育部 社会教育課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 
第5条(2)市政に関する基本的な方針を定

める条例の制定、改正又は廃止 

１ 事業概要 

  「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成 25

年法律第44号）」による社会教育法の改正に伴い、関係する「北広島市社会教育委員に関する条例」の一部改

正を行うものです。 
 社会教育法において、市町村が委嘱する社会教育委員にあっては、「文部科学省令で定める基準を参酌する

ものとする」と改正されたことから、当該基準を規定するため条例の一部改正を行います。 

２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

  改正する内容について議論する必要があるため。（社会教育委員の会議により行う。） 
□市民説明会等 

☑パブリックコメント 

  市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
□アンケート調査 
□その他（      ） 

３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
北広島市社会教育委員の会議 

会議等の

名称 
北広島市社会教育委員の会議 

開催時期 平成25年10月 開催時期 平成25年10月 

開催日 平日 開催時間帯 午後 開催日 H25.10.31 開催時間帯 15：30～ 

回数 １回 回数 １回 

委員の募

集時期 

募集期間：H25. 4. 1～H25. 4.10 

任  期：H25. 5. 1～H27. 4.30 

募集時期 H25. 4. 1～H25. 4.10 

公募枠 2人 応募者数 2人 結果 2人 

委員の選

出方法 

北広島市社会教育委員に関する条例に基づ

き、学校教育及び社会教育の関係者、学識経

験者その他市民からの公募により委員を選

出 

委員の選

出方法 

北広島市社会教育委員に関する条例に基づ

き、学校教育及び社会教育の関係者、学識経

験者その他市民からの公募により委員を選

出 

委員人数 11人 委員人数 11人 出席率 100％ 

委員構成

内訳 

公募市民 2人  団体代表者 7人 

学識経験者 2人 
委員構成

内訳 

公募市民 2人  団体代表 7人 

学識経験者 2人  その他 0人 
会議開催

予定 
☑公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 0人 

開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬 66,000円  交通費 4,400円  費用内訳 委員報酬 66,000円 交通費 4,736円 

 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成25年11月1日～12月2日 

意見提出

期間 
平成25年11月1日～12月2日 

日数  32日間 日数  32日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料
コーナー □ポスター □その他（   ） 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料
コーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  5件    提出結果   0件   0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

  広く理解を促すため、出来るだけ解り易い

表現により内容を構成する。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

●案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成25年12月 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成25年12月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

事前評価の現段階では市民参加手続きは適切であ

ると認められる。 

 

【評価を受けての対応】 

市民の意見を参集するとともに、社会教育委員の会

議にて、改正内容について議論した。 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 
適正に実施することができた。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 
☑審議会等 
北広島市社会教育委員から意見を求めることができた。 
□市民説明会等 
 
☑パブリックコメント 
市民へ広く周知し、意見を求めることができた。 
□アンケート調査 
 
□その他（        ） 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
 



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

2-1 事業名 
定住人口の増加に向けた新規事業につ

いて 
部課名 企画財政部 政策調整課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

（13）その他市の機関が市民参加の必要
があると認めるもの 

 
１ 事業概要 

本市の重要課題である定住人口の増加を目的とするシティセールスの推進に向けて、平成26年度からの新

規事業として、「ファーストマイホーム支援制度」「若年層新規雇用助成制度」「おためし移住事業」を実施す

る。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☐審議会等 

 
☐市民説明会等 

  
☑パブリックコメント 

 市民へ広く周知し、意見を求めるため（対象：市民） 
☐アンケート調査 
 
☐その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
平成26年1月15日～1月31日 

意見提出

期間 
平成26年1月15日～1月31日 

日数  17 日間 日数  17 日間 

周知方法 
☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数  20 件    提出結果  2 件  1 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

当該事業においては、既にパブリックコメン

トを実施している「2013 推進計画の策定」

「平成 26年度当初予算の作成について」に

おいて、事業の実施方針に係る意見を受け付

けていることから、市民参加条例第8条第3

項のやむを得ない理由により期間を短縮し

て実施する。 

意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

☑案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

事前評価未実施 
 

 

【評価を受けての対応】 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

 パブリックコメントについては3つの新規事業のうち2つについてそれぞれ1件ずつの意見を得ることがで
き、今後の事業推進における参考とすることができた。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

 提出された意見については、提出者へ市の考え方を伝え理解を得た。市民に対し改めて事業を周知する機会
となったとともに、提出のあった意見を通じて再度事業内容を点検することができた。 
□アンケート調査 

 

□その他（        ） 

 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

2-2 事業名 北広島市市民参加条例の一部改正 部課名 企画財政部 行政推進課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

（2）市政に関する基本的な方針を定める
条例の制定、改正又は廃止 

 
１ 事業概要 

市民参加条例では、市民参加制度が市民の意見を反映した制度となるよう不断の見直しを行っていくことと

しておりますが、見直しの必要性の有無にかかわらず 3 年ごとに見直すとしていることから、必要に応じて

見直すこととするものです。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☑審議会等 

専門的な内容について議論する必要があるため。（構成メンバー：公募委員、市長委嘱委員、市職員） 
☐市民説明会等 

  
☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
☐アンケート調査 
 
☐その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■審議会等（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

会議等の

名称 
 会議等の

名称 
北広島市市民参加推進会議 

開催時期  開催時期 平成25年7月～12月 

開催日  開催時間帯  開催日 7/5、12/4 開催時間帯 夜間 

回数 回 回数 2回 

委員の募

集時期 
月頃 

募集時期 平成25年8月1日～8月22日 

公募枠 若干名 応募者数 1人 結果 1人 

委員の選

出方法 

 委員の選

出方法 

公募市民については、男女比・年齢比を考慮

し選考する。 

委員人数      人 委員人数 
1回目6人 

2回目5人 
出席率 1回目85.7％ 

2回目83.3％ 

委員構成

内訳 

公募市民  人  団体代表者  人 

学識経験者  人 
委員構成

内訳 

公募委員 4人  市長委嘱委員 1人 

市職員（企画財政部長） 1人 
会議開催

予定 
□公開  □非公開 

会議開催

状況 
☑公開 □非公開 傍聴人数 0人 

開催日等 

周知方法 

□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 
開催日等 

周知方法 

□広報 ☑HP □担当課窓口 □出先機関窓口 

□ポスター □その他（   ） 

予算内訳 委員報酬      交通費 費用内訳 委員報酬 75,000円  交通費 3,202円 

 



    

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成26年1月1日～1月31日 

日数   日間 日数 31日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   件    提出結果   0件  0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 意見の取

り扱い 
意見の提出なし 

結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

 
事前評価未実施 

 

【評価を受けての対応】 

５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

条例の改正にあたり、市民参加推進会議での審議、パブリックコメントの実施を行い、市民の意見を十分に聞
き条例を改正した。 
 
【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

☑審議会等 

内容を審議した結果、原案のとおり承認された。 
 
☑パブリックコメント 

広報、HP等により周知を図ったが、意見の提出がなかったので原案のとおり改正した。 
 

６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

2-3 事業名 北広島市広葉交流センター条例の制定 部課名 市民環境部 市民課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

（9）公共施設の利用方法について定める
条例及び規則の制定、改正又は廃止 

 
１ 事業概要 

市民の貴重な財産である広葉小学校跡施設を北広島市広葉交流センターとして、多くの人が訪れる場として活

用することで、市民相互の世代を超えた交流の促進や学習・文化活動の振興を図ることとします。 

センターの設置に関しては、適正な運用を図るため、条例を制定します。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☐審議会等 

 
☐市民説明会等 

  
☑パブリックコメント 

市民に広く周知し、意見を求めるため。（対象：市民） 
☐アンケート調査 
 
☐その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成26年1月1日～平成26年1月31日 

日数   日間 日数   31日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   件    提出結果  0 件  0 人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 意見の取

り扱い 

意見の提出がなかったので原案のとおり制
定した。 

結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

事前評価未実施 
 

 

【評価を受けての対応】 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

パブリックコメントの実施について、広報、ＨＰ等で周知を図ったが、意見の提出がなかったので原案のとお
り制定した。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

意見の提出がなかったので原案のとおり制定した。 
□アンケート調査 

 

□その他（        ） 

 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 

整理
番号 

2-4 事業名 

北広島市児童センター条例及び北広島

市児童センター条例施行規則の一部改

正 

部課名 保健福祉部 児童家庭課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

（9）公共施設の利用方法について定める
条例及び規則の制定、改正又は廃止 

 
１ 事業概要 

本条例及び規則は、児童に健全な遊びを提供し、その健康を増進するとともに豊かな情操の育成を図る北広島

市児童センターを設置するため制定している。 

現在、輪厚と大曲に各１か所児童センターを開設しているところであるが、北広島団地地区に新たな児童セン

ターを開設するため改正するもの。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☐審議会等 

 
☐市民説明会等 

  
☑パブリックコメント 

公共施設の利用方法について定める条例、規則の改正について広く意見を求めるため。 
☐アンケート調査 
 
☐その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成26年1月1日～平成26年1月31日 

日数   日間 日数 31日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   件    提出結果  0件  0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 意見の取

り扱い 

○意見を反映し、案を修正した 

●案は修正しなかった 

○その他（感想、案件以外への意見等） 
結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 平成26年2月 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

事前評価未実施 
 

 

【評価を受けての対応】 

 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

 

広報、ホームページ等で広く周知したが、意見がなかったため、原案どおり議会に条例の改正案を上程した。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 
□市民説明会等 

 
☑パブリックコメント 

  
□アンケート調査 

 

□その他（        ） 

 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
  



    

平成25年度 市民参加実施予定・実施状況評価調書 

 
整理
番号 

2-5 事業名 
北広島市エコミュージアムセンター知

新の駅条例の制定 
部課名 教育部 文化課 

事業開始年度 H25 事業終了年度 H25 
対象事業等の

区分 

（9）公共施設の利用方法について定める
条例及び規則の制定、改正又は廃止 

 
１ 事業概要 

平成26年度にオープンする北広島市エコミュージアムセンター知新の駅の条例及び規則を新規に制定する

ものです。 

 
２ 市民参加を実施する目的（実施する市民参加方法に☑をしてください。） 

☐審議会等 

 

☐市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

市民へ広く周知し、意見を求めるため。 
☐アンケート調査 

 

☐その他（      ） 

 

 
３ 事業に対し実施する市民参加方法 

■パブリックコメント（該当箇所に☑をしてください。） 

予 定 結 果 

意見提出

時期 
 

意見提出

期間 
平成26年1月1日～1月31日 

日数 日間 日数 31日間 

周知方法 
□広報 □HP □担当課窓口 □出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 
周知方法 

☑広報 ☑HP ☑担当課窓口 ☑出先機関等行政資料コ

ーナー □ポスター □その他（   ） 

説明会 

場所 

□有 □無 時期  説明会 

場所 

□有 ☑無 時期  

  

想定件数   件 提出結果  0件  0人 

実施にあ

たり工夫

すること 

 意見の取

り扱い 

○意見等は無く原案とおり 

結果の公

表 
□有 □無 時期  

結果の公

表 
☑有 □無 時期 

平成 26 年 2 月
～ 

 



    

４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応 

【市民参加推進会議】                   【担当課】 
【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

事前評価未実施 
 

 

【評価を受けての対応】 

 

 
５ 目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください。） 

【総合評価】 

北広島市エコミュージアムセンター知新の駅の開設にあたり、パブリックコメントを実施し市民が使いやす
い施設となるよう周知した。 
 

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取り扱いなど）】 

□審議会等 

 

□市民説明会等 

 

☑パブリックコメント 

修正案や意見などがなく原案のとおり。 
 

□アンケート調査 

 

□その他（        ） 

 

 
６ 市民参加推進会議の事後評価 

【評価の視点】 

○市民参加の方法、組み合わせ、実施時期 

○市民参加の目的と目標値 

○参加しやすい工夫 

○市民意見の取り扱い 

○その他（特記事項） 

 

 

 

 

【評価結果】☑適切である ・ □概ね適切である ・ □適切でない 
 
 
 


